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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上下方向を指向したクランク軸と該クランク軸を回転自在に支持する軸受部とを収容す
るクランク室を有する機関本体であって、該機関本体の取付壁部にてマウントケースに取
り付けられた機関本体と、燃焼室に開口する吸気口および排気口をそれぞれ開閉する吸気
弁および排気弁と、該吸気弁および該排気弁を開閉作動する動弁機構とを有する内燃機関
を備えた船外機において、
　前記吸気弁および前記排気弁の少なくとも一方は１気筒当たり複数個設けられ、前記動
弁機構は、該複数個の吸気弁または排気弁の少なくとも１つの吸気弁または排気弁の作動
特性を、機関回転数に応じて変更する油圧式のバルブ作動特性可変機構を有し、
　該バルブ作動特性可変機構に作動油を供給する作動油路が、前記内燃機関により駆動さ
れるオイルポンプから吐出された潤滑油を前記軸受部および前記動弁機構に供給する潤滑
油路から分岐し、
　シリンダブロックに固定されて前記内燃機関の上壁部の一部を構成すると共に前記クラ
ンク室から突出する前記クランク軸が貫通するアッパシールカバーが設けられ、
　該アッパシールカバーには、作動油の油圧を制御する油圧制御弁が設けられ、
　該油圧制御弁は、前記潤滑油路から分岐する前記作動油路への作動油の分岐部に設けら
れることを特徴とする船外機。
【請求項２】
　前記機関本体は、前記潤滑油路の一部分を構成する本体油路と該本体油路を流れる潤滑
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油が流通するオイルフィルタとが設けられ、前記分岐部は前記オイルフィルタの下流の前
記潤滑油路に位置することを特徴とする請求項１記載の船外機。
【請求項３】
　前記機関本体は、前記クランク室の一部を形成するシリンダブロックおよびクランクケ
ースを有し、前記軸受部は、前記シリンダブロックとベアリングキャップとにより構成さ
れ、前記オイルフィルタは、前記機関本体の前壁部を形成する前記クランクケースに設け
られることを特徴とする請求項２記載の船外機。
【請求項４】
　前記シリンダブロックはディープスカート部を有し、前記本体油路を構成する油路のう
ち、前記クランクケースに設けられたケース油路が、前記アッパシールカバーに設けられ
たカバー油路を介して前記シリンダブロックに設けられたブロック油路と接続されること
を特徴とする請求項３記載の船外機。」
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本願発明は、吸気弁および排気弁の作動特性を機関回転数に応じて変更するバルブ作動特
性可変機構を有する内燃機関を備えた船外機に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、船外機の内燃機関においても高出力化が進められており、例えば、１気筒当たり複
数の吸・排気弁を設けることにより、吸排気効率を向上させて出力を増大することが行わ
れている（特開平８－９３５８５号公報参照）。また、車両用の内燃機関において、高出
力化および低燃費化のために、吸・排気弁の作動特性を、内燃機関の回転域に応じて変更
するバルブ作動特性可変機構が実用化されている。このバルブ作動特性可変機構は油圧式
のものであり、その作動部に供給される油圧が油圧制御弁により制御されるようになって
いる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、船外機では、内燃機関の低回転でのトローリング状態や、高回転での巡航状態
など、異なる回転域でそれぞれ連続運転されることが多い。しかしながら、従来の船外機
では、吸気弁および排気弁の作動特性であるリフト量および開弁期間は内燃機関の全回転
域において同じであるため、特定の回転域、例えば低回転域（または高回転域）で高出力
特性を有するリフト量および開弁期間が、前記特定の回転域とは異なる回転域、例えば高
回転域（または低回転域）では最適なものとならないことに起因して、高回転域（または
低回転域）での出力の低下や燃費の悪化を招来していた。
【０００４】
そこで、高出力化および低燃費化のために、前述の車両用のバルブ作動特性可変機構を採
用することが考えられるが、コンパクトな内燃機関がエンジンカバー内の狭い空間に収容
される船外機においては、油路の簡素化および制御弁のメンテナンス性等が問題となる。
【０００５】
本願発明は、このような事情に鑑みてなされたものであって、請求項１ないし請求項４記
載の発明は油圧式のバルブ作動特性可変機構により高出力化および低燃費化が可能であり
、しかも油路の簡素化および油圧制御弁のメンテナンス向上が可能な船外機を提供するこ
とを共通の目的とする。そして、請求項３記載の発明は、さらに、軸受精度の向上および
オイルフィルタのメンテナンス向上を図ることを目的とし、請求項４記載の発明は、さら
に、油圧制御弁の組付け性の向上を図ることを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段および発明の効果】
　請求項１記載の発明は、上下方向を指向したクランク軸と該クランク軸を回転自在に支
持する軸受部とを収容するクランク室を有する機関本体であって、該機関本体の取付壁部
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にてマウントケースに取り付けられた機関本体と、燃焼室に開口する吸気口および排気口
をそれぞれ開閉する吸気弁および排気弁と、該吸気弁および該排気弁を開閉作動する動弁
機構とを有する内燃機関を備えた船外機において、前記吸気弁および前記排気弁の少なく
とも一方は１気筒当たり複数個設けられ、前記動弁機構は、該複数個の吸気弁または排気
弁の少なくとも１つの吸気弁または排気弁の作動特性を、機関回転数に応じて変更する油
圧式のバルブ作動特性可変機構を有し、該バルブ作動特性可変機構に作動油を供給する作
動油路が、前記内燃機関により駆動されるオイルポンプから吐出された潤滑油を前記軸受
部および前記動弁機構に供給する潤滑油路から分岐し、シリンダブロックに固定されて前
記内燃機関の上壁部の一部を構成すると共に前記クランク室から突出する前記クランク軸
が貫通するアッパシールカバーが設けられ、該アッパシールカバーには、作動油の油圧を
制御する油圧制御弁が設けられ、該油圧制御弁は、前記潤滑油路から分岐する前記作動油
路への作動油の分岐部に設けられることを特徴とする船外機である。
【０００７】
　この請求項１記載の発明によれば、１気筒に複数設けられた吸気弁または排気弁のうち
の少なくとも１つの吸気弁または排気弁は、バルブ作動特性可変機構により、機関回転数
に応じてその作動特性が変更されるので、異なる機関回転域において、例えば高出力化お
よび低燃費化の観点から最適な作動特性を設定できる。また、油圧制御弁は、マウントケ
ースへの取付面を有する取付壁部以外の機関本体の壁部としての、シリンダブロックに固
定されて内燃機関の上壁部の一部を構成すると共にクランク室から突出するクランク軸が
貫通するアッパシールカバーに設けられるため、内燃機関を取り外すことなく油圧制御弁
のメンテナンスができ、しかも、アッパシールカバーは上壁部であるため、油圧制御弁の
メンテナンスが一層容易になる。
【０００８】
　さらに、クランク軸の軸受部および動弁機構へ潤滑油を供給する潤滑油路から分岐する
作動油路の分岐部であるアッパシ－ルカバーに油圧制御弁が設けられるため、油圧制御弁
からの作動油路の長さを短くできる。その結果、オイルポンプから分岐部に至るまで、潤
滑用の潤滑油の油路と作動油の油路を共用できる部分が長くなり、潤滑油路および作動油
路の配置が簡素化されるうえ、作動油路の形成に伴うコストアップを抑制することができ
る。また、アッパシ－ルカバーに油圧制御弁を予め取り付けて一体化することにより、そ
れらをユニット化し、機関本体への油圧制御弁の組付け性を向上させることができる。
【０００９】
請求項２記載の発明は、請求項１記載の船外機において、前記機関本体には、前記潤滑油
路の一部分を構成する本体油路と該本体油路を流れる潤滑油が流通するオイルフィルタと
が設けられ、前記分岐部は前記オイルフィルタの下流の前記潤滑油路に位置するものであ
る。
【００１０】
この請求項２記載の発明によれば、作動油は、オイルフィルタにより異物等が取り除かれ
た清浄な潤滑油であるため、油圧制御弁およびバルブ作動特性可変機構に潤滑油中に混入
した異物が侵入することがなく、それらの良好な作動が長期に渡って維持できるので、こ
の点でもメンテナンスが容易になる。
【００１１】
請求項３記載の発明は、請求項２記載の船外機において、前記機関本体は、前記クランク
室の一部を形成するシリンダブロックおよびクランクケースを有し、前記軸受部は、前記
シリンダブロックとベアリングキャップとにより構成され、前記オイルフィルタは、前記
機関本体の前壁部を形成する前記クランクケースに設けられるものである。
【００１２】
この請求項３記載の発明によれば、ベアリングキャップを使用しているため、軸受部にお
ける潤滑油の漏れ量を正確に設定できることから軸受精度が向上すると共に、軸受部の剛
性の確保が容易になる。また、オイルフィルタが、機関本体の前壁部を形成するクランク
ケースに設けられるため、オイルフィルタが、船外機の前部においてクランクケースの前
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面に位置することになって、オイルフィルタの脱着作業が容易になり、そのメンテナンス
が容易になる。
【００１３】
　請求項４記載の発明は、請求項３記載の船外機において、前記シリンダブロックはディ
ープスカート部を有し、前記本体油路を構成する油路のうち、前記クランクケースに設け
られたケース油路が、前記アッパシールカバーに設けられたカバー油路を介して前記シリ
ンダブロックに設けられたブロック油路と接続されることを特徴とする。
【００１４】
　この請求項４記載の発明によれば、油圧制御弁を予めカバーに取り付けて一体化するこ
とにより、油圧制御弁とカバーとをユニット化することができて、機関本体における油圧
制御弁の組付け性が向上する。
【００１５】
この明細書において、「前後左右」は、特に断らない限り、船外機が搭載される船体の「
前後左右」を意味するものとする。
【００１６】
【発明の実施の形態】
以下、本願発明の実施例を図１ないし図１０を参照して説明する。
図１は、本願発明の実施例である船外機の概略全体図であり、船外機１は、上下方向を指
向したクランク軸24（図２参照）を有する内燃機関２を備える。内燃機関２の後述する機
関本体３は、マウントケース４に支持され、該マウントケース４の下端部には、オイルパ
ン５と、該オイルパン５を収納するようにされたエクステンションケース６とが結合され
る。エクステンションケース６の上部にはアンダカバー７が結合され、アンダカバー７の
上端部には内燃機関２を覆うエンジンカバー８が結合されて、アンダカバー７およびエン
ジンカバー８により機関本体３が収納されるエンジンルームが形成される。そして、エク
ステンションケース６の下端部には、前後進切換装置15を収納するギヤケース９が結合さ
れる。
【００１７】
また、船外機１のマウントケース４に固定されたスイベル軸（図示されず）がスイベルケ
ース10に左右に回動自在に枢支され、スイベルケース10は、船体11に一体に固定されたス
ターンブラケット12の上部に固定されたチルト軸13に上下に揺動自在に枢支される。これ
によって、船外機１は、スイベル軸のまわりに水平方向に回動できるとともに、チルト軸
13のまわりに上下方向に傾動できる。
【００１８】
さらに、クランク軸24の下端に駆動軸14が一体に結合され、駆動軸14はエクステンション
ケース６内を下方へ延びてギヤケース９内に達し、駆動軸14の下端はギヤケース９内の前
後進切換装置15を介して、プロペラ17が取り付けられたプロペラ軸16に連結される。それ
ゆえ、内燃機関２の動力は、クランク軸24、駆動軸14、前後進切換装置15およびプロペラ
軸16を経由してプロペラ17に伝達され、プロペラ17が回転駆動される。
【００１９】
図２を参照して、内燃機関２についてさらに説明すると、内燃機関２は、Ｖ型６気筒水冷
式のＳＯＨＣ型の４サイクル内燃機関であり、その機関本体３は、クランクケース20と、
シリンダブロック21と、各バンクのシリンダヘッド22およびヘッドカバー23と、後述する
アッパシールカバー26と、後述するロアシールカバー27とから構成される。そして、これ
らクランクケース20、シリンダブロック21、シリンダヘッド22およびヘッドカバー23は、
船体11の前方から後方に向かって順次組み付けられて一体化されている。なお、機関本体
３は、機関本体３の輪郭を形成する壁部を有し、該壁部とは、機関本体３の上端面を形成
する上壁部、その下端面を形成する下壁部、および上壁部および下壁部以外の壁部であっ
て前後左右の端面を含む側端面を形成する側壁部を意味する。
【００２０】
シリンダブロック21の１対のバンクは、平面視で、後方に向かって開いたＶ字を形成して
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おり、各バンクは上下方向にクランク軸24に沿って配列された３つの気筒25（シリンダ）
から構成される。さらに、シリンダブロック21は、その左右の側壁部が、クランク軸24の
回転軸線を超えて前方に延びて、該回転軸線よりもクランクケース20寄りにクランクケー
ス20との合わせ面Ｓを有するディープスカート部を構成する、いわゆるディープスカート
型のシリンダブロックである。そのため、シリンダブロック21の上壁部および下壁部には
、クランク軸24が貫通する孔を有するアッパシールカバー26およびロアシールカバー27が
、合わせ面Ｓと同一平面で、シリンダブロック21とクランクケース20とにボルト結合され
る。それゆえ、クランクケース20は、その上壁部および下壁部で、アッパシールカバー26
およびロアシールカバー27にそれぞれボルト結合され、その左右の側壁部でシリンダブロ
ック21にボルト結合されており、これらシリンダブロック21、両シールカバー26，27およ
びクランクケース20によりクランク室28が形成される。
【００２１】
また、各バンクのシリンダヘッド22には、気筒25毎に、該気筒25に摺動自在に嵌合された
ピストン29との間に形成される燃焼室30に開口する１対の吸気口31を有する吸気ポートと
、該燃焼室30に開口する１対の排気口32を有する排気ポートとが設けられる。そして、シ
リンダヘッド22の各気筒25に対応する部分には、１対の吸気口31をそれぞれ開閉する１対
の吸気弁33と、１対の排気口32をそれぞれ開閉する１対の排気弁34とが設けられ、さらに
燃焼室30の中央に臨んで、収容筒35に収容された点火栓36が装着される。
【００２２】
ピストン29は、コンロッド37を介してクランク軸24に連結され、クランク軸24が往復動す
るピストン29により回転駆動される。クランク軸24の４箇所のジャーナル部は、それぞれ
シリンダブロック21と該シリンダブロック21に取り付けられるベアリングキャップ38とに
より、プレーンベアリングを介して支持され、これによってクランク軸24がシリンダブロ
ック21に回転自在に支持される。それゆえ、クランク軸24の軸受部は、シリンダブロック
21とベアリングキャップ38とから構成される。さらに、アッパシールカバー26およびロア
シールカバー27の各孔を貫通するクランク軸24と両シールカバーとの間の密封をするため
に、各孔の周壁面にはオイルシール39，40が装着される。
【００２３】
クランク室28の一部を形成するアッパシールカバー26から上方に突出するクランク軸24の
上端部には、アッパシールカバー26に隣接して第１駆動プーリ41およびその上方に第２駆
動プーリ42が結合される。第１駆動プーリ41と、両バンクのシリンダヘッド22にそれぞれ
回転自在に支持されて上下方向を指向する１対のカム軸50の上端部にそれぞれ結合された
１対の第１従動プーリ43と、アイドラプーリ44とに渡ってタイミングベルト45が巻き掛け
られ、両バンクのカム軸50が、クランク軸24の１／２の減速比でタイミングベルト45を介
して回転駆動される。一方、第２駆動プーリ42と、交流発電機48の回転軸の上端に結合さ
れた第２従動プーリ46とに渡って駆動ベルト47が巻き掛けられ、回転軸がクランク軸24に
より駆動ベルト47を介して回転駆動される。
【００２４】
各バンクにおいて、シリンダヘッド22およびヘッドカバー23により形成される動弁室49内
には、上下方向を指向するカム軸50、該カム軸50と平行に配置されたロッカ軸54，55、お
よび該ロッカ軸54，55に揺動自在に支持されてカム軸50に設けられたカム51，52，53によ
り揺動されるロッカアームから構成される動弁機構M1が収納され、さらに動弁機構M1には
、機関回転数に応じて１対の吸気弁33の作動特性、この実施例ではリフト量および開弁期
間を変更するバルブ作動特性可変機構M2が設けられる。
【００２５】
図３～図５を併せて参照すると、各カム軸50には、気筒25毎に、１対の排気カム51と、両
排気カム51の間に位置する１対の低速用吸気カム52と、両低速用吸気カム52の間に位置す
る１つの高速用吸気カム53とが設けられる。各低速用吸気カム52は、比較的小さい突出量
でかつ比較的小さい作動角を有するノーズ部と、ベース円部とから構成される。高速用吸
気カム53は、低速用吸気カム52のそれよりも大きい突出量でかつ大きい作動角を有するノ
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ーズ部と、ベース円部とから構成される。また、各排気カム51は、所定量の突出量および
作動角を有するノーズ部と、ベース円部とから構成される。
【００２６】
　カム軸50の後方に位置する吸気ロッカ軸54には、両低速用吸気カム52および高速用吸気
カム53にそれぞれ対応する位置に、第１，第２吸気ロッカアーム56，57および第３吸気ロ
ッカアーム58が、その中央部においてそれぞれ揺動自在に支持される。そして、第１，第
２吸気ロッカアーム56，57の一端部には、弁バネ59によって閉弁方向に付勢される吸気弁
33の先端に当接するタペットネジ60がそれぞれ進退自在に設けられ、第１～第３吸気ロッ
カアーム56，57，58の他端部には、両低速用吸気カム52および高速用吸気カム53にそれぞ
れ摺接する第１～第３ローラ61，62，63が多数のコロ64a，64b，64cを介して支持される
。また、第３吸気ロッカアーム58は、バネを有する弾発付勢手段65（図２参照）により、
第３ローラ63が高速用吸気カム53に摺接するように付勢されている。
【００２７】
図４および図５を参照すると、吸気ロッカ軸54と第１，第２吸気ロッカアーム56，57の前
記一端部との間、そして吸気ロッカ軸54と第３吸気ロッカアーム58の一端部との間には、
これら三者の連結および連結解除を切換可能とする油圧式の作動部である連結切換機構M3
が設けられる。連結切換機構M3は、第１，第３吸気ロッカアーム56，58を連結可能な連結
ピストン66と、第２，第３吸気ロッカアーム57，58を連結可能な連結ピン67と、連結ピス
トン66および連結ピン67の移動を規制する規制部材68と、連結ピストン66、連結ピン67お
よび規制部材68を連結解除側に付勢する戻しバネ69とを備えている。なお、70は、規制部
材68の突出位置を規定する止め輪である。
【００２８】
連結ピストン66は第１吸気ロッカアーム56に摺動可能に嵌合され、連結ピストン66の一端
と第１吸気ロッカアーム56との間に油圧室71が形成され、油圧室71に通じる連通路72が、
第１吸気ロッカアーム56に設けられる。さらに、吸気ロッカ軸54の内部には、後述する作
動油路に連通する吸気側供給油路96が形成され、吸気側供給油路96は第１吸気ロッカアー
ム56の揺動状態にかかわらず、連通路72を介して油圧室71に常時連通している。
【００２９】
連結ピストン66の他端に一端が当接する連結ピン67は、第３吸気ロッカアーム58に摺動可
能に嵌合され、また連結ピン67の他端に当接する有底円筒状の規制部材68は、第２吸気ロ
ッカアーム57に摺動可能に嵌合される。戻しバネ69は、第２ロッカアームと規制部材68と
の間に、圧縮状態で装着されている。
【００３０】
また、連結切換機構M3において、油圧室71の作動油が低油圧になると、連結ピストン66、
連結ピン67および規制部材68は戻しバネ69の弾発力で連結解除側に移動し、この状態では
連結ピストン66および連結ピン67の当接面は第１，第３吸気ロッカアーム56，58間にあり
、連結ピン67および規制部材68の当接面は第２，第３吸気ロッカアーム57，58間にあって
、第１～第３吸気ロッカアーム56，57，58は連結解除状態にある。油圧室71に高油圧の作
動油が供給されると、連結ピストン66、連結ピン67および規制部材68は戻しバネ69の弾発
力に抗して連結側に移動し、連結ピストン66が第３吸気ロッカアーム58に嵌合し、連結ピ
ン67が第２吸気ロッカアーム57に嵌合して、第１～第３吸気ロッカアーム56，57，58は一
体に連結された連結状態になる。
【００３１】
したがって、バルブ作動特性可変機構M2は、両低速用吸気カム52、高速用吸気カム53、第
１～第３吸気ロッカアーム56，57，58および連結切換機構M3から構成される。
【００３２】
一方、カム軸50の後方に位置する排気ロッカ軸55には、両排気カム51にそれぞれ対応する
位置に、第１，第２排気ロッカアーム73，74が、その中央部においてそれぞれ揺動自在に
支持される。そして、第１，第２排気ロッカアーム73，74の一端部には、弁バネ75によっ
て閉弁方向に付勢される排気弁34の先端に当接するタペットネジ76がそれぞれ進退自在に
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設けられ、第１，第２排気ロッカアーム73，74の他端部には、両排気カム51にそれぞれ摺
接する第１，第２ローラ77，78が多数のコロを介して支持される。
【００３３】
　また、図２を参照すると、一端に１対の吸気口31が設けられた各吸気ポートの他端には
、燃料噴射弁が設けられた吸気マニホルドの下流端が接続され、燃焼用の空気が、エンジ
ンカバー８の空気取入口８aからエンジンカバー８内のダクト79、吸気消音器80、スロッ
トルボディ81、吸気共鳴装置82、吸気マニホルドおよび吸気ポートを経由して、各燃焼室
30に前記燃料噴射弁から噴射された燃料と共に供給される。
【００３４】
一方、一端に１対の排気口32が設けられた各排気ポートの他端には、排気マニホルドの上
流端が接続され、各燃焼室30からの燃焼ガスが、排気ポート、排気マニホルド、排気管83
、エクステンションケース６およびギヤケース９を経由して排出口から、水中に排出され
る。
【００３５】
クランク室28の一部を形成するロアシールカバー27から下方に突出するクランク軸24の下
端部には、フライホイール84がボルト結合され、フライホイール84の下面には、円筒状の
スプラインピース85のフランジ部がボルト結合されて、スプラインピース85の内周面に形
成されたスプラインに、駆動軸14の上端部がスプライン結合される。フライホイール84は
、ロアシールカバー27、シリンダブロック21の下壁部の一部およびクランクケース20の下
壁部の一部を上壁とし、オイルポンプ86のポンプボディ86aを下壁として形成されるフラ
イホイール室87に収納される。
【００３６】
機関本体３の下端面を形成する下壁部のうち、シリンダブロック21の下壁部およびクラン
クケース20の下壁部とが、ポンプボディ86aを挟んでマウントケース４に、複数のボルト
によりポンプボディ86aと共に結合される。したがって、この実施例では、機関本体３の
下壁部が取付壁部となっている。
【００３７】
次に、図６～図１０を併せて参照して、内燃機関２の潤滑系統について説明する。図６お
よび図７に図示されるように、フライホイール室87の下方に隣接して配置されるトロコイ
ド型のオイルポンプ86は、ポンプボディ86aと該ポンプボディ86aにネジ止めされるポンプ
カバー86bと、スプラインピース85に一体に結合されてクランク軸24により駆動されるイ
ンナロータ86cと、該インナロータ86cと当接して回転するアウタロータ86dとを備える。
両ロータ86c，86dは、該ポンプボディ86aとポンプカバー86bとで形成される空間内に配置
されて、両ロータ86c，86d間に複数のポンプ室86eが形成される。
【００３８】
ポンプボディ86aには吸入ポート86fおよび吐出ポート86gが形成され、吸入ポート86fには
、吸入管88（図２参照）の上端が接続され、吸入管88はオイルパン５内で下方に延びて、
その下端にストレーナ89（図１０参照）が接続される。吐出ポート86gの流出口86hは、図
２または図８に図示されるように、クランクケース20に設けられてその下端面に開口する
ケース油路90の流入口90aに接続され、該ケース油路90の上端部に位置する流出口90bは、
アッパシールカバー26との合わせ面にて開口する。そして、ケース油路90の途中には、機
関本体３の前壁部を形成するクランクケース20の前面に設けられた取付座20aに取り付け
られたオイルフィルタ91が設けられ、ケース油路90を流れる潤滑油はオイルフィルタ91を
流通することにより、潤滑油中に混入している異物が取り除かれて、清浄な潤滑油となる
。
【００３９】
図９に図示されるように、ケース油路90は、アッパシールカバー26に設けられてクランク
ケース20との合わせ面にて開口するカバー油路92の流入口92a（図２も参照）に接続され
、アッパシールカバー26のシリンダブロック21との合わせ面にて開口するカバー油路92の
流出口92bは、シリンダブロック21のＶ字の谷部を形成する部分、すなわち両バンクの気
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筒25が交差する部分に設けられてアッパシールカバー26との合わせ面にて開口するブロッ
ク油路93（図１０参照）の流入口に接続される。
【００４０】
図１０を参照すると、シリンダブロック21に設けられたこのブロック油路93は、前記流入
口を有して上下方向に直線状に延びる主油路93aと、主油路93aから分岐して、クランク軸
24の４箇所の軸受部にそれぞれ連通する４つのジャーナル油路93bと、主油路93aの下部か
ら分岐してオリフィス95を経てシリンダヘッド22との合わせ面にて開口し、シリンダヘッ
ド22に設けられてシリンダブロック21との合わせ面にて開口する１対のヘッド油路94にそ
れぞれ連通する１対の流出油路93cとからなる。そして、クランク軸24の前記軸受部に供
給された潤滑油の一部は、クランク軸24の内部に設けられた油孔を経由してクランクピン
の外周面から流出して、クランクピンとコンロッド37の大端部との連結部を潤滑する。し
たがって、ブロック油路93は、クランク軸24の前記軸受部および前記連結部からなるクラ
ンク軸24の摺動部に潤滑油を供給する油路である。
【００４１】
シリンダヘッド22に設けられた一対のヘッド油路94は、それぞれ、各バンクにおいて吸気
ロッカ軸54の内部に設けられた吸気側供給油路96にオリフィス97を経て接続され、また排
気ロッカ軸55の内部に設けられた排気側供給油路98に接続される。ヘッド油路94から吸気
側供給油路96に供給された潤滑油は、その一部が、後述する油圧制御弁の取付座の入口ポ
ート101と出口ポート102の遮断時に、連結切換機構M3の油圧室71に低油圧の作動油として
供給され、その残りが吸気ロッカ軸54と第１～第３吸気ロッカアーム56，57，58との摺動
部に潤滑用として供給される。
【００４２】
一方、ヘッド油路94から排気側供給油路98に供給された潤滑油は、その一部が、カム軸50
のジャーナル部を回転自在に支持する軸受部に潤滑用として供給され、その残りが、排気
ロッカ軸55と第１，第２排気ロッカアーム73，74との摺動部に潤滑用として供給される。
それゆえ、１対のヘッド油路94は動弁機構M1に潤滑油を供給する油路であり、吸気側供給
油路96は各吸気ロッカアーム56，57，58の摺動部に潤滑油を供給する油路であり、排気側
供給油路98は、各排気ロッカアーム73，74の摺動部およびカム軸50の摺動部に潤滑油を供
給する油路である。ここで、両オリフィス95，97は、動弁機構M1の潤滑に必要な潤滑油量
を規定するためのものである。
【００４３】
それゆえ、ケース油路90、カバー油路92、ブロック油路93およびヘッド油路94は、それぞ
れ、機関本体３を構成するクランクケース20、アッパシールカバー26、シリンダブロック
21およびシリンダヘッド22に設けられる油路であることから、本体油路を構成する。そし
て、この実施例では、本体油路が潤滑油路となっている。なお、クランク軸24の摺動部を
潤滑し終えた潤滑油、および動弁機構M1を潤滑し終えた潤滑油は、戻し油路を経由してオ
イルパン５に落下する。
【００４４】
図９および図１０を参照すると、機関本体３の上部壁の一部を構成するアッパシールカバ
ー26には、バルブ作動特性可変機構M2の連結切換機構M3に対して作動油を供給する作動油
路の一部を構成するカバー作動油路99が設けられる。カバー作動油路99は、アッパシール
カバー26に取り付けられる油圧制御弁であるスプール弁100（図９には図示されず）を介
してカバー油路92と連通および遮断される。すなわち、アッパシールカバー26の上面に設
けられた取付座26aに取り付けられるスプール弁100は、機関回転数に応じて制御装置から
の駆動信号に応じて駆動されて、取付座26aに設けられた入口ポート101、出口ポート102
およびドレンポート103の連通および遮断を行う。このスプール弁100は、予めアッパシー
ルカバー26に取り付けられて、両者が一体化されてユニット化することが可能であり、こ
のユニット化によりアッパシールカバー26をシリンダブロック21およびクランクケース20
に結合することで、カバー油路92がケース油路90およびブロック油路93を接続され、しか
もスプール弁100を備えた後述する作動油路が完結する。なお、スプール弁100は、電磁弁
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により制御されるパイロット油圧で駆動される油圧式のもの、またはリニアソレノイド等
の電磁駆動手段で駆動される電磁式のものである。
【００４５】
具体的には、アッパシールカバー26のシリンダブロック21との合わせ面にて開口するカバ
ー作動油路99の流出口99aは、シリンダヘッド22に設けられてアッパシールカバー26との
合わせ面にて開口するブロック作動油路104の流入口に接続され、図１０に図示されるよ
うに、ブロック作動油路104は、シリンダブロック21の内部で１対の分岐作動油路105に分
岐する。両分岐作動油路105は、シリンダヘッド22との合わせ面にて開口し、シリンダヘ
ッド22に設けられてシリンダブロック21との合わせ面にて開口する１対のヘッド作動油路
106にそれぞれ連通し、両ヘッド作動油路106は、オリフィス107を経て両バンクの吸気側
供給油路96にそれぞれ接続される。ここで、カバー作動油路99、ブロック作動油路104、
１対の分岐作動油路105および１対のヘッド作動油路106は、連結切換機構M3に作動油を供
給する作動油路を構成する。
【００４６】
そして、機関回転数が所定回転数よりも低い低回転域では、クランク室28内に開放するド
レンポート103とカバー作動油路99に連通する出口ポート102とが、スプール弁100のグル
ーブを介して連通され、カバー油路92に連通する入口ポート101と出口ポート102との連通
がスプール弁100のランドにより遮断されて、作動油路の作動油がクランク室28に放出さ
れるため、作動油路の作動油は低油圧となり、したがって連結切換機構M3の油圧室71の作
動油も低油圧となるが、ヘッド油路94を経由して供給される潤滑油によりその低油圧に保
たれる。また、機関回転数が前記所定回転数以上の高回転域では、入口ポート101と出口
ポート102とが、スプール弁100のグルーブを介して連通され、出口ポート102とドレンポ
ート103との連通がスプール弁100のランドにより遮断されて、作動油路にはカバー油路92
の潤滑油が供給されて、高油圧の作動油が油圧室71に供給される。なお、オリフィス107
は、出口ポート102がドレンポート103と連通したときに、吸気側供給油路96の作動油が必
要以上に流出するのを防止するためのものである。
【００４７】
したがって、入口ポート101と出口ポート102が連通するとき、カバー油路92の一部の潤滑
油が作動油路に流れるため、入口ポート101、出口ポート102およびドレンポート103が設
けられた取付座26aが、カバー油路92からカバー作動油路99、すなわち作動油路が分岐す
る分岐部を構成する。
【００４８】
次に、バルブ作動特性可変機構M2の動作について説明する。
内燃機関２が運転されて、機関回転数が低回転域にあるとき、制御装置からの駆動信号に
よりスプール弁100は出口ポート102とドレンポート103と連通させるため、連結切換機構M
3の油圧室71の作動油が低油圧となり、連結切換機構M3の連結ピストン66および規制部材6
8は戻しバネ69の弾発力で図５に図示される連結解除位置を占める。そのため、第１～第
３吸気ロッカアーム56，57，58は相互に切り離され、１対の吸気弁33は、両低速用吸気カ
ム52にそれぞれ第１，第２ローラ61，62を摺接させた第１，第２吸気ロッカアーム56，57
により開閉される。このとき高速用吸気カム53に第３ローラ63を摺接させた第３吸気ロッ
カアーム58は、吸気弁33の作動には無関係に空動する。このとき、１対の排気弁34は、両
排気カム51にそれぞれ第１，第２ローラ77，78を摺接させた第１，第２排気ロッカアーム
73，74により開閉される。それゆえ、内燃機関２の低回転域では、１対の吸気弁33は、低
回転域に適した小リフト量および小開弁期間で開弁されて、高い体積効率が得られるため
、低回転域で高出力を得ることができる。
【００４９】
機関回転数が高回転域に移行すると、制御装置からの駆動信号によりスプール弁100は出
口ポート102と入口ポート101とを連通させるため、連結切換機構M3の油圧室71の作動油が
高油圧となり、連結ピストン66、連結ピン67および規制部材68は戻しバネ69の弾発力に抗
して連結位置に移動し、第１～第３吸気ロッカアーム56，57，58が一体的に連結されるた
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め、高速用吸気カム53に第３ローラ63を摺接させた第３吸気ロッカアーム58の揺動が、そ
れと一体に連結された第１，第２吸気ロッカアーム56，57に伝達されて、１対の吸気弁33
が開閉される。このとき、両低速用吸気カム52のノーズ部は、それぞれ第１，第２吸気ロ
ッカアーム56，57の第１，第２ローラ61，62から離れて空動する。このとき、１対の排気
弁34は、低回転域のときと同様に、両排気カム51の作動特性により開閉される。それゆえ
、内燃機関２の高回転域では、１対の吸気弁33は、高回転域に適した大リフト量および大
開弁期間で開弁されて、高い体積効率が得られるため、高回転域で高出力を得ることがで
きる。
【００５０】
一方、潤滑系統についてみると、内燃機関２が運転されてクランク軸24によりオイルポン
プ86が駆動されると、オイルパン５から吸入管88および吸入ポート86fを介してポンプ室8
6eに吸入されて、吐出ポート86gから吐出された潤滑油は、図１０に図示されるように、
ケース油路90に圧送され、オイルフィルタ91を通って清浄な潤滑油とされた後、カバー油
路92を経由してブロック油路93に流入する。ブロック油路93の潤滑油は、ジャーナル油路
93bからクランク軸24の軸受部に供給されて、該軸受部を潤滑する。そして、クランク軸2
4の軸受部に供給された潤滑油の一部はクランクピンとコンロッド37の大端部との連結部
を潤滑する。
【００５１】
また、ブロック油路93からヘッド油路94に送られた潤滑油の一部は、吸気側供給油路96に
流入して、吸気側供給油路96から各吸気ロッカアーム56，57，58の吸気ロッカ軸54との摺
動部に供給されて、該摺動部を潤滑すると共に、吸気側供給油路96に流入した潤滑油の一
部が連結切換機構M3の油圧室71に流入して、低回転域で油圧室71を低油圧の潤滑油で満た
す。同様に、該ヘッド油路94に送られた潤滑油の残りは、排気側供給油路98に流入して、
その一部がカム軸50の軸受部に供給されて、該軸受部を潤滑し、その残りは、排気側供給
油路98から各排気ロッカアーム73，74の排気ロッカ軸55との摺動部に供給されて、該摺動
部を潤滑する。
【００５２】
次に、前述のように構成された実施例の作用および効果について説明する。
各気筒25の１対の吸気弁33は、バルブ作動特性可変機構M2により、低回転域では小リフト
量および小開弁期間で開弁され、高回転域では大リフト量および大開弁期間で開弁される
ように、機関回転数に応じてその作動特性が変更されるので、異なる機関回転域において
、それぞれ出力が向上し、したがって燃費を改善することができる。また、スプール弁10
0は、マウントケース４へ取り付けられる下壁部以外の機関本体３の上壁部であるアッパ
シールカバー26に設けられるため、内燃機関２を取り外すことなくスプール弁100のメン
テナンスができ、しかも、上壁部であるため、スプール弁100のメンテナンスが一層容易
になる。
【００５３】
さらに、クランク軸24の軸受部および動弁機構M1へ潤滑油を供給する潤滑油路から分岐す
る作動油路の分岐部に、スプール弁100が設けられるため、スプール弁100からのカバー作
動油路99、ブロック作動油路104、１対の分岐作動油路105および１対のヘッド作動油路10
6から構成される作動油路の長さを短くできる。その結果、オイルポンプ86から分岐部に
至るまで、潤滑用の潤滑油の油路と作動油の油路を共用できる部分が長くなり、ケース油
路90、カバー油路92、ブロック油路93およびヘッド油路94から構成される潤滑油路および
作動油路の配置が簡素化されるうえ、作動油路の形成に伴うコストアップを抑制すること
ができる。
【００５４】
作動油路を流れる作動油は、オイルフィルタ91が設けられたケース油路90よりも下流に位
置するカバー油路92から分岐部において分岐した油路の潤滑油であるので、オイルフィル
タ91により異物等が取り除かれた清浄な潤滑油となっている。その結果、スプール弁100
およびバルブ作動特性可変機構M2に潤滑油中に混入した異物が侵入することがなく、それ
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らの良好な作動が長期に渡って維持でき、この点でもメンテナンスが容易になる。
【００５５】
オイルフィルタ91は、機関本体３の前壁部を形成するクランクケース20の前面に取り付け
られるため、オイルフィルタ91が、船外機１の前部においてクランクケース20の前面に位
置することになって、オイルフィルタ91の脱着作業が容易になり、そのメンテナンスが容
易になる。
【００５６】
ベアリングキャップ38を使用しているため、軸受部における潤滑油の漏れ量を正確に設定
できることから軸受精度が向上すると共に、軸受部の剛性の確保が容易になる。
【００５７】
　分岐部が設けられるアッパシールカバー26の取付座26aにスプール弁100を予めカバーに
取り付けて一体化することにより、スプール弁100とアッパシールカバー26とをユニット
化することができて、機関本体３におけるスプール弁100の組付け性が向上する。
【００５８】
さらに、クランク軸24の上端部が貫通する孔を有するアッパシールカバー26にドレンポー
ト103が設けられるため、出口ポート102とドレンポート103とがスプール弁100により連通
されたとき、作動油路の作動油が、ドレンポート103からクランク室28に放出されて、ク
ランク室28に収容されたクランク軸24の摺動部やピストン29の摺動部等に潤滑油として供
給できる。
【００５９】
以下、前述した実施例の一部の構成を変更した実施例について、変更した構成に関して説
明する。
前記実施例では、バルブ作動特性可変機構M2は、低回転域で１対の吸気弁33を開閉作動さ
せるものであったが、低回転域で、１対の吸気弁33の一方を開閉作動させ、他方を休止さ
せて閉弁状態に保つバルブ作動特性可変機構であってもよく、これによって、低回転域で
燃焼室30内にスワールを生じさせて、燃焼性を向上させることができる。また、バルブ作
動特性可変機構M2は吸気弁33のみに設けられたが、バルブ作動特性可変機構M2は、吸気弁
33および排気弁34に設けられてもよく、また排気弁34のみに設けられてもよい。
【００６０】
前記実施例では、潤滑油路は、機関本体３に設けられる本体油路からなるものであったが
、機関本体３以外の部材、例えばマウントケース４に、潤滑油路の一部を設けることもで
きる。また、内燃機関２はＶ型気筒機関であったが、直列気筒の内燃機関であってもよい
。
【図面の簡単な説明】
【図１】本願発明の実施例である船外機の概略全体図である。
【図２】図１の船外機の、概ねクランク軸の回転軸線と右側のバンクの気筒の中心線とを
含む鉛直平面での要部断面図である。
【図３】ヘッドカバーを外したときのシリンダヘッドの要部後面図である。
【図４】吸気ロッカアームの、図３のＩＶ矢視図である。
【図５】図４のＶ－Ｖ線断面図である。
【図６】オイルポンプの下面図である。
【図７】図６のＶＩＩ－ＶＩＩ線断面図である。
【図８】クランクケースの前面図である。
【図９】アッパシールカバーの上面図である。
【図１０】潤滑油および作動油の油路の説明図である。
【符号の説明】
１…船外機、２…内燃機関、３…機関本体、４…マウントケース、５…オイルパン、６…
エクステンションケース、７…アンダカバー、８…エンジンカバー、９…ギヤケース、10
…スイベルケース、11…船体、12…スターンブラケット、13…チルト軸、14…駆動軸、15
…前後進切換装置、16…プロペラ軸、17…プロペラ、
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20…クランクケース、21…シリンダブロック、22…シリンダヘッド、23…ヘッドカバー、
24…クランク軸、25…気筒、26…アッパシールカバー、26a…取付座、27…ロアシールカ
バー、28…クランク室、29…ピストン、30…燃焼室、31…吸気口、32…排気口、33…吸気
弁、34…排気弁、35…収容筒、36…点火栓、37…コンロッド、38…ベアリングキャップ、
39，40…オイルシール、41，42…駆動プーリ、43…従動プーリ、44…アイドラプーリ、45
…タイミングベルト、46…従動プーリ、47…駆動ベルト、48…交流発電機、50…カム軸、
51…排気カム、52…低速用吸気カム、53…高速用吸気カム、54…吸気ロッカ軸、55…排気
ロッカ軸、56，57，58…吸気ロッカアーム、59…弁バネ、60…タペットネジ、61，62，63
…ローラ、64a，64b，64c…コロ、65…弾発付勢手段、66…連結ピストン、67…連結ピン
、68…規制部材、69…戻しバネ、70…止め輪、71…油圧室、72…連通路、73，74…排気ロ
ッカアーム、75…弁バネ、76…タペットネジ、77，78…ローラ、79…ダクト、80…吸気消
音器、81…スロットルボディ、82…吸気共鳴装置、83…排気管、84…フライホイール、85
…スプラインピース、86…オイルポンプ、87…フライホイール室、88…吸入管、89…スト
レーナ、90…ケース油路、91…オイルフィルタ、92…カバー油路、93…ブロック油路、94
…ヘッド油路、95…オリフィス、96…吸気側供給油路、97…オリフィス、98…排気側供給
油路、99…カバー作動油路、100…スプール弁、101…入口ポート、102…出口ポート、103
…ドレンポート、104…ブロック作動油路、105…分岐作動油路、106…ヘッド作動油路、1
07…オリフィス、
Ｓ…合わせ面、M1…動弁機構、M2…バルブ作動特性可変機構、M3…連結切換機構。

【図１】 【図２】
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